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要  旨  

小学１年音楽「はくをかんじてリズムをうとう（教育芸術社）」の単元で、「自分のイメージした『ぶんぶんぶん』をつ

くろう」という ICT を活用した音楽づくりの授業実践を行った。指定したリズムの中から各児童の思いに合うリズムを

選択し、リズム譜を作成する音楽づくりである。音楽づくりに向けて、第１著者作成のリズムカードを用いて、ロイロノ

ートアプリ上でリズム打ちの常時活動を行った。常時活動で拍に合わせたリズム打ちやリズム譜創作の活動を繰り返すこ

とにより、それぞれのリズムの良さや違いを感じ取り、リズムカードを組み合わせながら、各児童の思いに合った『ぶん

ぶんぶん』のリズム譜を完成することができた。「音楽を形づくる要素」の音楽を特徴づけている「リズム」に着目し、

リズムに対する感覚を育て、繰り返し（反復）」や、組合せ（呼びかけとこたえ）という音楽の仕組みを生かしリズムに

対する思いや意図をもった表現へとつなげることを目指した研究授業の報告である。 
 

キーワード:音楽教育、小学校音楽科、ICT、音楽づくり、タブレット端末、ロイロノート

1．はじめに 

平成 29 年に改訂された小学校学習指導要領の教科

の目標の中で、「(1)曲想と音楽の構造などとの関わりに

ついて理解するとともに、表したい音楽表現をするた

めに必要な技能を身につけるようにする」ことが求め

られ、音楽表現を生み出したり、音楽を聴いてそのよ

さなどを見いだしたりすることができるように内容の

改善を図ることが大切であるとしている１）。 
水戸(2013)は、音楽科の学習内容は、技能習得が必要

とされる領域が多く占めており、教室内での技能格差

が、音楽への興味関心の低下や音楽への強い苦手意識

へとつながっていると述べており２）、森下(1995)は、

リズムの知覚は生活年齢よりも学習経験に大きく影響

され、音楽的訓練と経験を積むことによりリズムを分

析的に知覚できるようになるとし、音楽教育の現場に

おいてリズム学習の重要性に触れている 3）。音楽科の

授業改善を図るにあたり、低学年のうちから技能の習

得を図ることが重要であり、低学年からのリズム学習

の積み上げによって、音楽への苦手意識が軽減するこ

とが期待されることに着目した。          

文部科学省は Society5.0 時代を生きるすべての子ど

もたちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な

学びを実現するため、「GIGA スクール構想」のもと 1
人 1 台端末の積極的な利活用を推進し、「STEAM やデ

ザイン思考の必要性」に言及している。「豊かな感性や

想像力等を育むことは、あらゆる創造の源泉となるも

のであり、芸術系教科等における学習を充実させてい

くことが重要」と謳っている４）。このことからも、ICT
機器を効果的に活用して段階を踏みながら常時活動を

行うことで、小学校 1 学年からでも拍やリズムに対す

る感覚を養い、拍にのって演奏する技能を、楽しみな

がら育てられるのではないかと考えた。 
 本研究では、ICT を活用した小学校音楽科のリズム

を用いた常時活動と、その経験を生かした音楽づくり

の授業についての効果や課題を検討する。 
 

2．ロイロノートアプリの活用 

 本研究のため、筆者はロイロノートアプリで使用で

きるカードを作成した(図 1)。図 1A は、4 拍分のリズ

ムカードが挿入できる 1 拍分ずつ四角の枠を作ったも
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のである。図 1B は、第 1 学年で一般的に用いられる音

符をカードにしたものである。図 1B の音符をタップし

たまま図 1A に移動し挿入して、枠に当てはめると 1 拍

分の四角の枠にはまる。そうすることで、1 拍分で使用

できるリズムも視覚的にわかりやすくなると考えた

(図 2)。図 2A のように 2 分音符も 2 つの枠に当てはめ

られるようにした。図 2B のように 8 分音符も 1 つの枠

に 2 つの 8 分音符・休符が当てはめられるようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3．研究の概要 

3.1 実践の対象と調査時期 

 A 大学教育学部附属小学校 1 年生 34 名を対象として

2022 年 6 月から 7 月にかけて実践した。実践者は第 1
著者（A 大学教育学部附属小学校教諭）である。 
 
3.2 授業計画 

「器楽」「音楽づくり」の活動を通して、4 分音符・8
分音符・4 分休符から成るリズムの違いや、それらから

構成されるリズムのまとまりを感じ取り、拍にのってリ

ズムを打つ楽しさを感じることをねらう。 
Ⅰ 題材 「はくにのってリズムをうとう」 
Ⅱ 題材の目標 

１．拍とリズムなどと曲想との関わりに気づき、拍

に合わせて演奏したり歌ったり、曲想から感じ

取ったことをもとに即興的に簡単な音楽をつく

る技能を身に付けることができる。 
 ２．リズムやフレーズと曲想との関わりについて曲

や演奏の楽しさを見出したり、リズムの違いを生

かして表現することに思いをもったりすることが

できる。 
 ３．拍にのってリズムの違いを意識して表現したり、

即興的に音楽をつくったり曲想に合わせて音楽を

つくったりする楽しさを感じながら、リズムや拍

に興味・関心をもとうとする。 
Ⅲ 題材の学習計画（全 10 時間） 
 １．『リズムを作ろう』・・・・・・・・・・・1 時間 

２．『しろくまのジェンカ』・・・・・・・・・2 時間 
 ３．『かたつむり』・・・・・・・・・・・・・2 時間 
 ４．『ぶんぶんぶん』 
 ・曲から感じ取ったとこと交流し、A に合うリズム

を演奏する。・・・・・・・・・・・・・1 時間 
 ・曲から感じ取ったとことをもとに B に合うリズム

を考える。・・・・・・・・・・・・・・1 時間 
・Ｂに合うリズムを全体交流する。・・・・・・1 時間 

 ５．『ことばでリズム』・・・・・・・・・・・2 時間 
 

3.3 リズムカードを活用した授業実践（第１時） 

 リズムカードを使用した授業を、令和 4 年 6 月 2 日

（木）4 限に行った。授業の概要は以下の通りであり、

指導案は表 1 に示す。目標は、「今までの音楽経験をも

とに、自分の表現したいリズムをリズムカードを用い

て表現することができる。」である。常時活動で拍に合

わせたリズム打ちやリズム譜創作の活動を 4 回し終え

た後の第 5 時では、第 1 時より 8 分音符も駆使しなが

ら、自分が表現したいリズムを作ることができた(図３)。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. A 4 拍分のリズムカードが挿入できる枠  

B 第 1 学年で主に使用する音符カード   

図 2 A 2 分音符を入れたリズムカード 

B 8 分音符を入れたリズムカード 

図 3 A 第 1 時で作成したリズムカード   B 第 5 時で作成したリズムカード 
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表 1．「リズムカードを活用した授業」の指導案 
学習活動及び子どもの反応等 指導上の留意点  

１． 指導者のまねっこ遊びをする。 

〇「先生がたたくリズムをまねっこしましょう。」 

【子どもの様子】 

・ 指導者のリズムに合わせてリズムを打つ 

・ リズムが分からず、拍やリズムからずれてしまう。 

 

 

 

 

 

 

２． 自分の表現したいリズムカードを作成する。 

〇「ロイロノートアプリを使って、自分が好きなリズ

ムを作りましょう。」 

・ リズムカードを作成する。 

【子どもの様子】 

・ 作ったリズムを手をたたいて確認する。 

・ 手をたたいてリズムを作り、それをもとにリズム

カードを作成する。 

・ 作ったリズムを隣の子と一緒にリズム打ちをす

る。 

 

〇「作ったリズムカードを１枚、提出しましょう。」 

・ 作成したリズムカードを提出する。 

 

３．提出したリズムをリズム打ちする。 

〇「みんなが作ったリズムを先生がたたきます。先生

のまねっこしましょう。」 

【子どもの様子】 

・ 指導者のリズムに合わせてリズムを打つ。 

・ リズムが分からず、拍やリズムからずれてしまう。 

 

・ 子どもたちは初めて音符を見ながらリズムを打

つ。ロイロノートアプリの画面共有、さらに TV にリ

ズムカードを提示し、指導者の真似をしながら、音

符と音符の長さをつかませるようにする。 

・ 拍を感じ取りやすいように、電子オルガンについ

ている 8 ビートのリズムをかけながらリズム打ちを

させる。 

・ 8 分休符・8分音符はリズムや拍に合わせるのが難

しいと考える。合わせられない時は、指導者が同じ

リズムを再度行い、真似をさせる。 

 

・ 今回、初めてロイロノートアプリでカードの作成

を行う。複製の仕方、削除の仕方等を丁寧に指導す

る。また、初めて作成するため、今回は 4 分音符・

休符のみを使用することを伝える。 

・ 即興的にリズムを作成する 

・ 机間支援中に使用の仕方で困っている子どもがい

れば、声をかけ一緒に作るようにする。 

・ すぐに作成できてしまう子どももいるだろう。「好

きなリズムをたくさん作ってもいいです。」と声をか

け、リズムカードを作成させる。 

 

・ 提出方法が分からない子どもがいたら、一緒に行

い支援する。 

 

・ロイロノートアプリの画面共有とTVにリズムカード

を提示し、指導者の真似をしながら、音符と音符の

長さをつかませるようにする。 

・ 拍を感じ取りやすいように、電子オルガンについ

ている 8 ビートのリズムをかけながらリズム打ちを

させる。 

 なお、第１時で作成

した子どものリズムカ

ードは、第 2・3 時の常

時活動で活用した。そ

の後、朝の短時間学習

を用いて、8 分音符・休

符の入ったリズムカー

ドや 2 分音符が入った

リズムカードを作成させた。それらのリズムカードは

第 4 時以降の常時活動や、朝の短時間学習などで使用

した(図 4)。 
 

3.4 リズム譜を活用した授業実践（第 8時） 

 リズム譜を活用した授業を、1 回目を令和 4 年 7 月 5
日（火）1 限、2 回目を 7 月 6 日（水）5 限に行った。

授業実践の概要は以下の通りであり、2 回目の指導案は

表 2 に示す。目標は、「『ぶんぶんぶん』の曲のイメー

ジから、B の旋律に合うリズムを考え、自分たちのリ

ズムを拍に合わせて演奏することができる。」である。

子どもたちは、ペアで話し合い、反復や呼びかけと答

えを意識したリズム譜の組み合わせを作ってきた（図

５）。8 分音符のリズムは 4 分音符や 2 分音符に比べて

「速く元気」、4 分休符が入ると「おっとりしている感

じ」ととらえたことがわかる。 

図 4 短時間学習での様子 
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表 2．「はくにのってリズムをうとう」の題材における授業『ぶんぶんぶん』の指導案 

学習活動及び子どもの反応等 指導上の留意点  

１．常時活動を行う。 

〇「みんながつくったリズムを打ちましょう。」 

 

２．様々なリズムを音楽に合わせて打つ。 

〇「『ぶんぶんぶん』の曲を聴いて音楽に合わせて動き

ましょう。」 

〇「色々なリズムを音楽に合わせて打ちましょう。」 
・ B のリズムを、タンブリンで演奏する。 

・ 思い思いにタンブリンを持ち、演奏する。 

〇「自分の作ったリズムをみんなに伝えましょう。」 

・ みんなの前で演奏する。 

〇「このリズムだと、どんなハチが飛んでいそうです

か」 

・「急いでいるハチが飛んでいそうです。」 

・「のんびりなハチが飛んでいそうです。」 

３．B のリズムを考える。 

◎「Ｂに合うリズムをペアで考えましょう。」 

【ペアの様子】 

・ 互いの思いを聴き合い、作り上げている。 

・ 互いの意見が強すぎて折り合いがつかない。 

・ 思いが表現できず話が進まない。 

 

 

４．全体で友達のリズムを鑑賞する。 

・ みんなの前でB のフレーズのリズムを演奏する。 

〇「友だちのリズムを聴いて、どんなハチをイメージ

しましたか。」 

・「『たーあー』だったので、優しいハチのイメージでした。」 

・「『たたたた』がいっぱいだったので、忙しそうなハチでした。」 

５．B のリズムを再考する。 

〇「もう一度B に合うリズムをペアで考えましょう。」 

〇「次の時間に、友だちがどんなリズムを作ったのか、

聴き合いましょう。」 

・ ロイロノートにカードを提出する。 

 

・ ロイロノートアプリの画面共有を行い、手元でもリ

ズムを確認しながらリズム打ちをさせる。 

 

・ 拍を感じ取らせるために、教室の中を移動させる。 

・ 曲に対してどんなリズムが合うかを体感させるた

め、3 回程度曲に合わせて曲に合いそうなリズムを

打たせる。 
・ リズムを感じ取らせるために、友達の作ったリズ

ムを聴いた後、同じリズムを演奏させる。 
・ それぞれのリズムを打った後に、「このリズムだ

と、どんなハチが飛んでいそうですか」と問い、ハ

チのイメージをもたせる。 
 
 
・ ペアでリズムが共有できるように、B の旋律の楽

譜をホワイトボードに貼る。 
・ グループのイメージを合わせるために、「どんなハチが飛

んでいるかな。」と問い、ハチのイメージをもたせる。 

・ 曲を流した後、30 秒程度ペアで考えさせ、再度曲

を流す。 

 

・ つくったリズムを TV に映し、視覚的にわかるよう

にする。 

・ ホワイトボードに掲示したリズムの下に子どもたちの発言

を板書し、リズムとイメージをリンクさせる。 

・ リズムが異なる 2 つグループを発表させ、自分の音

楽やその 2 つのグループとの比較をさせる。 

 

 

・ 机間指導しながら、適宜困っているグループには

「どんなリズムが合いそうかな。」と問いかけ、リズ

ムに着目させながら声かけを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 提出した子どものリズム（一部抜粋） 
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4. 考察 

44..11  作作成成ししたたリリズズムムカカーードドのの効効果果 
  「まねっこ遊び」の活動を通して、音符とその長さが

少しずつ理解できる姿があった。リズムカードを見て自

分でリズムを打つことができる子どもが多くなった。 
ロイロノートアプリのカードを活用することで、「1

つの枠（1 拍）に当てはめる」という視覚支援ができ、

音楽経験の少ない子どもでも枠に当てはめるだけで自

分の表現したいリズムカードを作成することができた。

作成にも手間がかからず、遊び感覚の中で、新たなリ

ズムを創造できることは、思いを表現できるツールと

して有効であった。また、常時活動や朝の短時間学習

の際、ロイロノートアプリの画面共有を行い、まねっ

こ遊びを行うことで、手元にある自分のタブレットの

「リズム譜」と教師が奏でる「リズム」が一致し、知ら

ず知らずのうちに音符・休符のリズム感覚が養われた

と考える。短時間学習の中で、友だちのリズムを打つ

ことができ、友だちのリズムと自分のリズムを合わせ

るための視覚ツールとしても活用できたと考える。 
 

44..22  リリズズムム感感覚覚ををももととににししたた授授業業のの効効果果  

 図 6 は第 6 時の板書である。上段は「ぶんぶんぶん」

の A のフレーズのメロディーのリズム、中段は「ぶん

ぶんぶん」の A のフレーズのメロディーのリズムの前

半と後半を入れ替えたもの、下段は２分音符のみのリ

ズムで、それぞれのリズムから得られるイメージを話

し合ったものである。「たたたたのところは走っている

感じ、巣から出てきた感じ」「たーあーは、ねている感

じ、のんびりやさんな感じ」「リズムが違うから面白い」

「繰り返しがあるから普通な感じになる。」「メロディ

ーのリズムと違うから面白い」という意見が出た。音

符という言葉は出ていないが、音符の持つイメージの

違いは子どもの中に定着できたのではないかと考える。 
  
 
 
 
 
 
 

この学びをもとに、本時の活動でも子どもたちは自

分の持っているイメージをリズムに表現することがで

きたと考える。「どんなハチが飛んでいそうかな」とい

う問いから「そのためには、どんなリズムが合うかな」

という問いの授業展開であった。「どんなハチが飛んで

いそうかな」の時にはつまずくペアはいなかった。ま

た、そのイメージをリズムに合わせる活動でも、リズ

ムから感じ取れるイメージと自分が表現したいイメー

ジをつなげることができたペアが多かった。図 7 では

「きゅうにつかれたみつばち」を表現するために「は

やい」から「ちょっとだけおそい」に変化している。子

どもの中に「『たた』は『たん』よりはやい」と感じて

いることが分かる。獲得した知識をもとに、自分の表

現したい音楽をつくり上げることができたといえる。 
 
 
 
 
 

 今回は「リズム」という音楽を形づくっている要素

にしぼり、体験的な場（常時活動・身体活動・話し合い

活動等）を設定した。その中でリズム感覚やイメージ

が蓄積され、自分の思いや意図を持った繰り返し（反

復）」や、組合せ（呼びかけとこたえ）という音楽の仕

組みを生かした表現が生まれたと考える。 
 

5. 今後の展望 

 本研究を通して、ICT を活用したリズム遊びを常時

活動として取り入れることで、子どもたちにリズム感

がある程度定着することが明らかになった。また、自

分のイメージする音楽をリズムをもとに表現すること

ができた。その後の授業でも、ゆったりなところでは

全音符を使ったり、明るい感じには 8 分音符を使用し

たり、「1・2・3・Go!」と拍の流れを意識しながら音楽

の授業に取り組む姿があった。ICT 視覚的教材を開発

し、音楽を形づくっている要素を感じとれる取り組み

を、今後も継続していきたい。 
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図 6 第 6 時の授業の板書 

図 7 第 8 時の子どものホワイトボード 

小学校第１学年における ICTを活用した音楽づくり
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